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列愚嬌豪セミ (昆螂岡カメムシロセミ科) 参照 :′No,45、 47.

昨年 2023(令和 5)年の夏はセミの抜け殻が木の幹や葉に鈴なりでした。今年は成

長途中で挫折した姿が目につきました。この章のタイ日レの「残念」とは私(効塁んだ言

葉です力ヽ 動物に人間の感 1青を反映させるのは要注意であるとする主張があります。こ

の夏、)毎水浴場でイルカに噛みつかれたというニュースがありました。イルカについて

は、水族館のショーやイルカウォッチングなと 頭をなでなでする様子力常召介されるこ

とがあります。矢賄[:が高く、人間と遊びたがつているとも説明されます。なので子供も

大人も近づいてきたイルカに手を伸ばす。イルカは甘噛みしたのてはないか、との説明

もありました。クマ|のぬいぐるみて遊んだり、ノヽンカチを拾つて届けてくれるクマさん

のことを歌つたりする子供は、動物園|ご予くとクマに手を差し伸べる。

左のセミさんは、長い地中

生活が続いた後、体の奥底か

らの声に導かれて地上に出、

高みへと登りました。殻を脱

ぐ時が迫ります。おや、おか

しいぞと気づきます。いやな
2024/7/25.八刊午 ゆりのさ台5.右は、汽睦鶴風まずした様子   予感。そんな筈はない。日の
光の中を隣りの木から木へと羽ばたく予定ではなかつたのか。お日様が暑い光を放ちま

した。このセミさんの世界はそこで無になりました。

下のセミさんは殻を脱ぐことに成功しました。さあ飛ばう。でも羽がすっきりと|ゴ申

びず窮屈です。そして気づきました。隣にいる仲間と自分と姿が違います。でも飛びま

した。そして飛び方も仲間のように威勢よくかつこよくないことを知りました。イ中間と

同じになりたいと思いました。もう一回飛んでみまし

た。転がるだけでした。そこは薬局と書いたドアの前

でした。薬局なら仲間と同じ体になる薬をもらえるに

違いないと直感しました。でも、このセミさんの大き

さではドアは開きません。中のお姉さんからはドアの

前でセミさんが入りたがつている姿は見えません。こ

のセミさんの世界はドアの前で終わりました。

2024/8/2八刊ヤ ゆりのき台5.  このセミさんたちは命を全うしたかつたでしょう、
オリーフ寿揃    残念無念であったでしょう。
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人間である私の体には体内外に様々な細菌、徹菌力ヽ妻わついています。幸いお医者様

のお蔭で差し障りなく毎日を過ごしています。セミにも生き物が住みつきます。その中

にはよくないことをするものもいます。

マッソスボラ (子嚢郵IWヽコ]ビ副虹カビ科)という真菌病原体が繁殖したセミは、生殖

器を含む腹部が脱落しても飛び回り、交尾 (と同じ行動)をしようとします。体半分が

無くなつても飛澪財姜子からゾンビせみとも呼{調
′■ます。マッソスボラはこうして他のセ

ミに感染を広げます。乗つ取られたセミは幻覚作用のある成分によつて自分がどんな状

態なのかわけがわからなしЧ犬態になっています。むごいことです。こういうことがあつ

ていして)でしようか。マッソスボラにと

つてはじめしめということでしよう。

マツソスボラではなさそうですが、イ本

にカビのようなものが付いたセミを見つ

けました。左写真のミンミンゼミさんに

付いている白いものは、ボーベリア・バ

シアーナ (昆虫菌票1生紺1短ヨ)が寄生したと

いう写真に似ています。よく知られてい

て生薬に利用されることもあるのが冬虫

夏草 (子覇却]チャワ:%'クiTヨフンうマカ喘岡

ボタンタクロオフィオコルツル狡科)。 これは

2023′/21。 八千代・ゆり
菌頗が寄生してキノコとなつたもの。ガ  2019/8/21.船 喬

・,卿11

のき通りのユリノキ  (DI中 1間σ)セ_ミヤトリガ 侃嘱1冊チョウロマダラガ上科セミヤドリガ科)C)

幼虫は主にヒグラシに寄生するそうです。

右下写真のセミさんは満足した生涯だったことでしょう。種
`晰

僣罰訴売の務めを果た

し、天寿を全うしたのでしよう。役目は没

後も続きます。アリの生存と繁栄のために

体を提供するのです。死んでもそれは無駄

ではないのです。尊いことです。

そうか。私の体にカビが寄生しても癌細

胞が増えても、ほかの生き物の役に立つて

いると考えればよいわけだ。

石琳立・土粒で覆うの|よ 見つけた食料が

大きくてすぐに運びきれない時に、横取り

されてなるもの力ヽ と行うようです。仲間

の命がかかる必死で懸命な作業なのです。
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2024/8/22.八千代・ゆりのき台6.



沢肉者猟
風の便り 73号をお送りします。セミです。
宮野本町方面のセミはいかがでしたか。ゆり
ラ程度の姿と声でした。セミの後に目立ったの

のき台では昨年と段違いで、チラホ
がキマダラカメムシといぅ鼻筋の通

つたカメムシです。買い物の行き帰りにユリノキに取り付いているのを見ます。背
中を押してあげますと<すぐったそうにして喜びます。
八千代市に来て初めての選挙 |こ行ってさました。初めて選挙権を行使したのは小
岩でした。当時はやたらと選挙カーが名前を大音響で連呼して走り回っていました。
うるさい反面選挙ムードいっぱいてし'た。ポスターは制限なしだったようです。投壺5「¬
示 □ 投票所の小学校の校門はポスタ―で大きな塀が増設された状態でした。投票
後に花の種をもらったと記憶しています。今は静かで、ポスターもほとんど見かけ
ず、ケータイで検索することもしない私は選挙がある事を忘れます。
私の選挙区では小林鷹之、古巣の船橋では野田佳彦が当選しました。
各党の主張で、減税、)肖費税減、義務教育無償、賃金増、現金給付などなどの項
目 tttrf;?8*.Lr/." bv)がたいことです。私の命綱年金の支給額はなんだかんだ
という理由で減り、税金などの徴収額はあれこれという理由で増えて、考えると寿
命前に生活資金枯渇で餓死かいな、と心配で夜寝られず昼間寝ている終末期高齢者
が安眠できるようにして<れることを期待します。

含和 6年 10月 30目

写真は、 学ヽ校のフェンスです。
写真の右手の校門 (南面)には投票所の案内
は全くありません。入つても、投票会場である
体育館への案内もありません。この小学校出身
者が多しヽということもあるのでしょうが、最近
この街へ転入してきた者には不親切ではあり
ませんか、と考えつつ人の後ろにくっつぃて無
事権利と義務を遂行。突然、思い出しました。

2024/10/27.八千代市立萱田小学校
学校で宿直 (昔は宿直室という畳の小部屋が用
意されていました)の夜、台風の大雨で学校の

裏手の地区が冠水し、体育館に何家族かが避難 してきたことがありました。別の年には学校自体が浸水 して、体育館の床下に向けてドでかしヽ扇風機が風を送り込んだ
こともありました。日大の先生の、日本の自然災書と対策と船橋の状況についての
大学の公開講座に参加 したことも思い出しました。
帰りは北側の門を出ましたが、こちらには立て看板がありました。
アキノキリンソウの小さい花を拡大撮影してみようかな、と思つています。秋で
す。あれこれ思う秋です。
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